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救命救急センター病棟における「1分間クイズ」の導入と評価
田上　全子
静岡赤十字病院　救命救急センター病棟
要旨：自部署では約50名のスタッフを抱えているが，新卒，異動者，他施設からの入職者な
どキャリアは多様化している.救命救急センター病棟の看護師には幅広い知識・技術，迅速な
判断や実施が求められるが，約50名のスタッフに対し，個々の能力を把握しそれに合わせてス
テップアップを図ることに困難さを感じていた.これまでスタッフ教育担当として様々な教育
方法を試みてきたが，今回，病棟全体の知識・技術の底上げの方法としてクイズ形式の教育の
立案に至った.「1分間クイズ」と称して1年間経過し，質問紙調査を実施.クイズの有効性は一
定の評価を得たが，今後は更に内容や方法を改善していく必要がある.
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Ⅰ．諸　言
　救命救急センター病棟の看護師には幅広い知識
や技術が必要であり，迅速な判断や実施を求めら
れる．新卒，異動者，他施設からの入職者など多
様なキャリアのスタッフがいる中で看護師の知識
や技術の全体的な底上げができる方法を検討した
際，クイズ形式の教育の立案に至った．「1分間ク
イズ」（図1）と称して導入し，1年が経過．その
評価として質問紙調査（図2）を実施した．
Ⅱ．目　的
　自部署の看護師の知識と技術の全体的な底上げ
におけるクイズの有効性及び今後への示唆を明ら
かにする．
図1．1分間クイズ 図2．質問紙調査
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Ⅲ．対象と方法
　救命救急センター病棟のスタッフ全員を対象者
とし，「1分間クイズ」実施に関する質問紙調査を
実施，評価した．
Ⅳ．結　果
　回収率62％，うち有効回答率63％．クイズは知
識の再確認や学びに繋がっているという回答が
97％，繋がっていないという回答が3％だった（図
3）．理由は「クイズを元に調べるきっかけになっ
た」が40％，「現場で思い出し、役立てることが
出来た」が17％，「知識の再確認が出来た」が
70％，「クイズ後は忘れてしまう」が3％（複数回
答）だった．
Ⅴ．考　察
　クイズの有効性は一定の評価を得た．しかし，
意見としては少ないが，回答後には忘れてしまう
という言葉もあり，今後は知識や技術の底上げに
至る方法に改善していく必要がある．
Ⅵ．結　語
　自部署においてクイズを定期的に実施すること
は知識の再確認や学びに繋がり，有効性はあると
言える．
図3．質問紙調査結果
